
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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HP

2015
平成27年 

第1189号  8.15
毎月1日・15日発行 

毎
月

日
号
2
面
に
「
市
長
コ
ラ
ム
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

15

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成27年8月1日現在
（56人増）87,293人人口
（35人増）44,064人男
（21人増）43,229人女

（34世帯増）37,724世帯世帯数
※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

　

８
月
に
入
り
、
梨
の
直
売
所
の

 
幟 
が
高
々
と
揚
が
る
季
節
と
な
り

の
ぼ
り

ま
し
た
。
市
内
に
は
こ
う
し
た
農

産
物
の
直
売
所
が　

軒
近
く
あ
り

７０

ま
す
。
現
在
は
梨
や 
葡  
萄 
、
野
菜

ぶ 
ど
う

な
ど
を
買
い
求
め
る
方
が
市
内
外

か
ら
集
ま
り
、
大
変
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

梨
は
季
節
の
食
べ
物
で
、
旬
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
口
に
梨

と
い
っ
て
も
様
々
な
種
類
が
あ
り
、

８
月
か
ら　

月
初
旬
に
か
け
て
い

１０

ろ
い
ろ
な
味
が
楽
し
め
ま
す
（
左

表
参
照
）
。

　

中
で
も
大
玉
品
種
の
「
稲
城
」

は
そ
の
名
の
と
お
り
稲
城
発
祥
の

品
種
で
、
み
ず
み
ず
し
く
と
て
も

甘
い
と
評
判
の
梨
で
す
が
、
流
通

量
が
少
な
い
ゆ
え
に
「
幻
の
梨
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
農
家
の
方
々
の
絶
え
間
な

い
努
力
に
よ
り
、
稲
城
で
採
れ
る

梨
は
ど
れ
も
美
味
し
く
魅
力
的
で

す
。
こ
の
旬
の
時
期
に
し
か
味
わ

え
な
い
稲
城
の
梨
を
、
い
つ
で
も

味
わ
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
嬉
し

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

い
つ
で
も
楽
し
め
る
稲
城
の
梨

　

江
戸
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
わ
が
ま
ち
の
伝
統
産

業
の
梨
作
り
を
、
も
っ
と
身
近

に
、
も
っ
と
親
し
み
や
す
く
と
、

様
々
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る
方
々

が
い
ま
す
。
今
回
は
、
梨
に
携
わ

る
方
々
の
熱
い
思
い
を
特
集
し
ま

す
（
４
、
５
面
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）
。

品種 特徴 時期 

多摩 
たま 

幸水 
こうすい 

稲城 
いなぎ 

清玉 
せいぎょく 

二十世紀 
にじゅっせいき 

豊水 
ほうすい 

あきづき 

新高 
にいたか 

酸味が少なく、肉質が柔らかで多汁。 
糖度が高い。 

酸味が少なく、肉質が柔らかで多汁。 
糖度が高い。 

酸味は無く、肉質は柔らかで多汁。 
糖度が高い。大玉で稲城発祥の品種。 

酸味が少なく、肉質・糖度とも 
中くらい。稲城発祥の品種。 

酸味がややあり、肉質は柔らかで多汁。 
糖度は中くらい。 

酸味があるが食味が良い。 
肉質は柔らかで多汁。糖度は高い。 

肉質は柔らかで多汁。 
酸味が少なく甘く感じる。 

酸味はなく、肉質は柔らかで多汁。 
糖度は高い。大玉で貯蔵性に優れる。 

８月 
中旬 

８月 
下旬 

９月 
上旬 

９月 
中旬 

９月 
下旬 

10月 
上旬 
 

＝赤梨 ＝青梨 

今今

がが

旬旬

稲稲

城城

のの

梨梨

??!!

（3）ご意見を募集します！
主
な
記
事

特集 とれたていなぎ
（4・5）　　　「その笑顔を届けたい。」

東京都シルバーパス
（6）　　　更新手続きのお知らせ
（7）みんなの健康
（8）4コマまんが「なしのすけが行く」

特集ページは４、５面です

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

大大
きき
くく
なな
ぁぁ
れれ
！！

■問秘書広報課広報広聴係秘書広報課広報広聴係

○C K.Okawara・Jet Inoue

稲城
なしのすけ



27・8・15 代表電話は042－378－2111　（2）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

▽
8
月
下
旬
及
び
9
月
の
作
業
日
・
地
区　

8
／　
（
火
）・
押
立
、
9
／
8（
火
）・
向
陽
台
、
9
／　
（
火
）・
矢
野
口
、
9
／　
（
火
）・
坂
浜
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

25

15

29

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
曜
日
か
ら
月
曜
日
ま
で
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器999999999999999999999999999999999品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目ののののののののののののののののののののののののののののののののの

拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収

黄色い
ボックスが
目印です

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー制

度
制
度

やや
むむ
をを
得得
なな
いい
理理
由由
にに
よよ

りり
住住
民民
票票
とと
はは
別別
のの
場場
所所

にに
おお
住住
まま
いい

のの
方方
へへ

　
　

月
５
日（
月
）以
降
に
マ
イ
ナ

１０
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
通
知
カ

ー
ド
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
通
知

カ
ー
ド
は
簡
易
書
留
で
住
民
票
の

住
所
に
送
付
さ
れ
る
た
め
、
次
の

方
は
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
先
を
現

在
の
お
住
ま
い
（
居
所
）
に
届
く

よ
う
に
登
録
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
 

○
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の

方
で
、
住
民
票
を
残
し
て
、
別
の

場
所
に
お
住
ま
い
の
方

○
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
等
、
児
童
虐
待
等
の
被
害
者
の

方
で
、
住
民
票
を
残
し
て
、
別
の

場
所
に
お
住
ま
い
の
方

○
長
期
間
に
わ
た
っ
て
医
療
機
関・

施
設
等
に
入
院
・
入
所
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
か
つ
、
入
院
・
入

所
中
は
住
所
地
に
誰
も
居
住
し
て

い
な
い
方

■申
 

郵
送
〔
８
月　

日（
月
）〜
〕

２４

※
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
へ
登

録
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
先
に
係
る

居
所
情
報
登
録
申
請
書
は
市
区
町

村
窓
口
や
出
張
所
、
市 　 
、
個
人

HP

番
号
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
等
で
入

手
可

■限
 

９
月　

日（
金
）（
必
着
）

２５

■先
 

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村

■問
 

市
民
課
市
民
窓
口
係

都
営
住
宅

都
営
住
宅（
地
元
割
当
）

（
地
元
割
当
）

シ
ル
バ
ー
ピ
ア

シ
ル
バ
ー
ピ
ア

入入
居居
登登
録録
者者
のの募募

集集

　

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
で
は
、

稲
城
市
地
元
割
当
の
単
身
者
向
と

２
人
世
帯
向
の
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の

入
居
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
と
は
、　

歳
以

６５

上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
集
合

住
宅
で
す
。
手
す
り
や
緊
急
通
報

の
装
置
な
ど
の
高
齢
者
に
配
慮
し

た
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
生

活
相
談
・
団
ら
ん
室
な
ど
の
利
便

設
備
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
入
居
者
の
安
否
の
確
認
や
緊

急
時
の
対
応
、
情
報
提
供
な
ど
の

た
め
に
Ｌ
Ｓ
Ａ
（
生
活
援
助
員
）

が
団
地
内
に
居
住
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
地
区
・
戸
数　

長
峰
・
各

１
戸
（
抽
せ
ん
方
式
）

▽
募
集
案
内
配
布
期
間　

８
月　
１７

日（
月
）〜　

日（
金
）

２８

▽
配
布
場
所　

市
民
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン

タ
ー

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。た
だ
し
、

文
化
セ
ン
タ
ー
は
休
館
日
を
除
き

土
・
日
曜
日
も
配
布
し
ま
す
。

■申
 

持
参
、
郵
送

■限
 

８
月　

日（
金
）午
後
５
時

２８

※
郵
送
の
場
合
は
８
月　

日（
金
）

２８

ま
で
の
消
印
が
あ
り
、
８
月　

日
３１

（
月
）ま
で
に
市
民
課
に
届
い
た
も

の
に
限
り
、
受
け
付
け
ま
す
。

■先
 

■問
 

市
民
課
市
民
窓
口
係

い
な
ぎ
Ｄ
Ｅ

い
な
ぎ
Ｄ
Ｅ恋

活

  
恋
活
！！

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の「
街

コ
ン
」
で
皆
さ
ん
の
出
会
い
を
応

援
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

■対
 
　

歳
〜
お
お
む
ね　

歳
の
独
身

２０

４０

男
女

■日
 

①
９
月　

日（
土
）②　

月　

日

１９

１０

１０

（
土
）③　

月　

日（
土
）④
平
成　

１１

２１

２８

年
１
月　

日（
土
）

１６

■時
 

午
後
３
時
〜
５
時　

分
３０

■場
 

①
③
イ
ナ
キ
ッ
チ
ン
（
稲
城
駅

徒
歩
２
分
）
②
④
ベ
ラ
ミ
（
矢
野

口
駅
徒
歩
１
分
）

■定
 

①
③
男
女
各　

人
②
④
男
女
各

１３

　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０■内
 

飲
み
放
題
付
き
コ
ー
ス

■費
 

男
性
５
千
円
、
女
性
２
５
０
０

円
（
当
日
集
金
）

■申
 

「
い
な
ぎ
Ｄ
Ｅ
恋
活
」
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
〔
８
月　

日（
月
）〜
〕

１７

※
受
付
後
、
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話

で
ご
連
絡
し
ま
す
。

■限
 

開
催
日
の
５
日
前

※
最
少
催
行
人
数
は　

人
で
す
。

１０

　

人
以
上
で
も
男
女
比
が
大
き
く

１０偏
っ
て
い
る
場
合
は
中
止
と
な
り

ま
す
。

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
観
光
係

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

観観
光光

ウウ
ォォ
ーー
キキ
ンン
ググ

ツツ
アア
ーー

　

調
布
駅
を
出
発
し
、
布
田
天
神

や
天
神
通
り
、
京
王
多
摩
川
駅
近

辺
を
散
策
し
ま
す
。
そ
し
て
多
摩

川
を
渡
り
、
稲
城
の
太
鼓
判
に
認

証
さ
れ
て
い
る
、
稲
城
の
天
然
水

を
使
用
し
た
蕎
麦
ラ
ン
チ
を
味
わ

い
ま
す
。
ま
た
デ
ザ
ー
ト
や
お
土

産
に
、
稲
城
の
特
産
品
で
あ
る
旬

の
梨
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■日
 

９
月
６
日（
日
）、
９
月　

日
１２

（
土
）、　

月
４
日（
日
）

１０

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

３０

１５

分
頃

▽
集
合
時
間
・
場
所　

午
前
９
時

　

分
・
調
布
駅
南
口
広
場

２０▽
解
散
場
所　
 
金  
梨 
園
（
最
寄
駅

き
ん 
り

は
京
王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅
ま
た

は
矢
野
口
駅
）

※
小
雨
決
行

■定
 

各　

人
（
申
込
先
着
順
）

３０

■講
 

三
浦　

寿
氏
（
稲
城
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

■費
 
　

円
（
昼
食
代
）

９５０
■申
 

電
話
〔
８
月　

日（
月
）〜
〕

１７

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
観
光
係

利
用
者
募
集

利
用
者
募
集

農
家
開
設
型

農
家
開
設
型

市
民
農
園

市
民
農
園

▽
農
園
名　

百
村
農
園
（
百
村
２

１
２
３
の　

〜　

）

１１

１３

▽
利
用
期
間　

９
月
１
日（
火
）〜

平
成　

年
３
月　

日
（
最
長
５
年

２８

３１

間
継
続
可
能
）

▽
募
集
区
画
数
・
利
用
料
金　
　
１２

廃
棄
物
処
理
対
策

特
別
委
員
会
の
委
員
長

に
就
任
し
ま
し
た

市
長
コ
ラ
ム
No.45

稲城市長
�橋　勝浩

　

現
在
全
国
に
は　

の
市
（
特

８１３

別
区
を
含
む
）
が
あ
り
、
そ
れ

ら
の
全
市
長
・
区
長
が
加
入
す

る
全
国
市
長
会
と
い
う
組
織
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
組
織
は
昭
和

　

年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に

３８よ
り
、
市
長
の
全
国
的
連
合
組

織
と
し
て
自
治
大
臣
（
現
・
総

務
大
臣
）
へ
の
届
出
団
体
と
な

り
ま
し
た
。
地
方
行
財
政
の
調

査
研
究
等
を
行
う
他
、
都
道
府

県
知
事
会
・
町
村
会
・
都
道
府

県
議
長
会
・
市
議
会
議
長
会
・

町
村
議
会
議
長
会
と
連
携
し
て
、

国
と
地
方
と
の
協
議
の
場
の
窓

口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
全
国
組
織
で
活
動

す
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
た
め
、

そ
の
下
部
組
織
と
し
て
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
の
支
部
が
あ
り
ま
す
。

東
京
は
関
東
支
部
に
所
属
し
て

い
て
は
政
策
推
進
委
員
会
の
委

員
に
指
名
さ
れ
る
と
と
も
に
、

理
事
会
の
理
事
、
評
議
員
会
の

評
議
員
、
社
会
文
教
委
員
会
の

委
員
、
少
子
化
対
策
・
子
育
て

支
援
に
関
す
る
研
究
会
の
委
員

に
も
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
、

更
に
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
環
境
省
の
中
央
環
境

審
議
会
の
委
員
に
も
委
嘱
さ
れ
、

総
合
政
策
部
会
と
循
環
型
社
会

部
会
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

様
々
な
行
政
分
野
で
「
持
続

可
能
性
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
さ

れ
る
現
在
、
循
環
型
社
会
の
実

現
は
環
境
問
題
の
み
に
限
っ
た

目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
こ
れ
ら
の
役
職
に
就
任

し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

の
経
験
が
、
稲
城
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
還
元
で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

区
画
（
１
区
画
＝　

㎡
）
・
平
成

２０

　

年
度
年
間
１
万　

円
（
平
成　

２７

５００

２８

年
度
以
降
年
間
１
万
８
千
円
）

※
複
数
区
画
利
用
可

■申
 

は
が
き
〔
必
要
事
項
①
住
所
②

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
電
話
番
号

（
携
帯
電
話
可
）
④
希
望
区
画
数
〕

※
１
世
帯
で
２
通
以
上
の
応
募
、

他
人
名
義
の
応
募
が
あ
っ
た
場
合

は
無
効
に
な
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
、
結
果
は
８
月　

日（
月
）ま
で

３１

に
園
主
か
ら
通
知
し
ま
す
。

　

議
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
方

は
、
当
日
、
議
会
事
務
局
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
願
・
陳
情
は
、
８
月　

日
２４

（
月
）午
後
５
時
ま
で
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

市
議
会
本
会
議
の
様
子
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
　

市 　 
「
稲
城
市
議
会
」
か
ら

HP

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
本
会

２７

議
の
様
子
を
生
中
継
ま
た
は
録

画
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■問
 

議
会
事
務
局
議
事
係

　

携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

な
ど
の
小
型
電
子
機
器
に
は
、金
、

銀
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
有
用
金

属
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
そ
れ
ら
の
貴
重
な
金
属

資
源
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、

市
役
所
や
文
化
セ
ン
タ
ー
、
家
電

販
売
店
な
ど
市
内　

カ
所
に
専
用

１１

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
拠

点
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
設
置
施
設
の
開
館
時
間
に
ボ

ッ
ク
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

▽
設
置
施
設
・
回
収
対
象
品
目　

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
、

市 　 
等
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

HP
■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

お
り
、そ
の
構
成
組
織
と
し
て
、

各
都
県
の
市
長
会
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
が
行

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
各
役
職

へ
の
人
事
も
大
規
模
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
４
月　

日
の
東
京
都

２８

市
長
会
全
体
会
で
は
、
私
が
全

国
市
長
会
廃
棄
物
処
理
対
策
特

別
委
員
会
に
選
出
さ
れ
、
前
任

の
町
田
市
長
か
ら
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
全
国
市
長
会
の
委
員
に

選
任
さ
れ
る
の
は
初
体
験
で
あ

り
、
気
を
引
き
締
め
て
６
月
９

日
の
初
会
合
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
、

委
員
長
で
あ
る
北
海
道
北
広
島

市
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

正
直
申
し
ま
す
と
、
ま
だ
ま

だ
２
期
目
の
新
米
で
委
員
長
を

引
き
受
け
る
の
は
気
が
引
け
た

の
で
す
が
、
多
摩
川
衛
生
組
合

の
管
理
者
と
し
て
日
頃
か
ら
廃

棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、
重
責
を
全
う
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
委
員
長
就
任

に
あ
わ
せ
て
全
国
市
長
会
に
お

▽
注
意
事
項

○
園
主
が
直
接
作
付
指
導
を
行
う

農
園
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
水
道
施
設
完
備

○
駐
車
場
な
し

■限
 

８
月　

日（
月
）必
着

２４

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係

傍
聴
で
き
ま
す

平平
成成

年年
2277

第第
33
回回
定定
例例
会会

9
月
9
月
11
日（
火
）か
ら
開
催

日（
火
）か
ら
開
催

参
加
者
募
集

環
境
学
習
講
座

環
境
学
習
講
座

ソ
ー
ラ
ー
キ
ッ
ト

ソ
ー
ラ
ー
キ
ッ
ト

を
作
ろ
う
！

を
作
ろ
う
！

　

温
暖
化
対
策
・
節
電
を
学
習
し

た
後
、
ソ
ー
ラ
ー
キ
ッ
ト
を
作
り

ま
す
。

■対
 

市
内
の
小
学
生

※
低
学
年
以
下
は
要
保
護
者
同
伴

■日
 

９
月
５
日（
土
）

■時
 

①
午
前
の
部
＝
午
前
９
時　

分
３０

〜
正
午
②
午
後
の
部
＝
午
後
１
時

　

分
〜
４
時

３０■場
 

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■定
 

各　

人
１６

■講
 

高
野　

達
男
氏

■持
 

水
筒
、
タ
オ
ル　

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル〔
８

月　

日（
月
）〜
、
必
要
事
項
①
住

１７
所
②
氏
名
③
学
年
④
参
加
す
る
お

子
さ
ん
の
人
数
⑤
電
話
番
号
〕

■限
 

８
月　

日（
月
）

３１

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
政
策
係　
5　
・３７８

３
３
１
０
、
� kankyou@

cit y.ina gi.l g. jp
　

稲
城
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

市
民
協
議
会
と
押
立
自
治
会
で「
稲

城
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
市
民

条
例
」
啓
発
の
た
め
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
す
。

■日
 

９
月　

日（
日
）

１３

※
小
雨
決
行

■時
 

午
前
９
時
〜　

時　

分
ご
ろ

１１

３０

ご
参
加
く
だ
さ
い

押押
立立
地地
区区
でで

クク
リリ
ーー
ンン

キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン

自自
分分
たた
ちち
のの
まま
ちち
はは
自自
分分

たた
ちち
のの
手手
でで
きき
れれ
いい
にに
！！

▽
集
合
場
所　

押
立
堀
公
園
（
押

立
１
１
０
７
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ご
み
袋
、
軍
手
は
市
で
用
意
し

ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係



（3）　代表電話は042－378－2111 27・8・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
法法法法法法法法法法法法法
人人人人人人人人人人人人人

市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
サササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

■問
 

1　

・
2
1
1
2

378

　

市
で
は
臨
時
職
員
の
登
録
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
登

録
後
は
欠
員
な
ど
の
必
要
に
応

じ
て
、
面
接
な
ど
の
連
絡
を
し

ま
す
。

▽
職
種　

一
般
事
務
、保
育
士
、

学
童
・
児
童
館
指
導
員
な
ど

▽
勤
務
時
間　

原
則
週　

時
間

３０

未
満

▽
勤
務
場
所　

市
役
所
、
市
施

設▽
賃
金　

時
給　

円
（
一
般
事

８９０

務
の
場
合
）

▽
登
録
期
間　

登
録
の
日
か
ら

約
１
年
間

※
再
度
希
望
す
る
場
合
は
改
め

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
 

持
参
、
郵
送

※
臨
時
職
員
登
録
台
帳
兼
履
歴

書
は
人
事
課
、
平
尾
・
若
葉
台

出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー
、

市 　 
で
入
手
可

HP
■先
 

■問
 

人
事
課
人
事
給
与
係

乳
幼
児
・
義
務
教
育

乳
幼
児
・
義
務
教
育

就
学
児
医
療
証
の

就
学
児
医
療
証
の

現
況
届
を

現
況
届
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

転
入
等
の
理
由
に
よ
り
、
稲
城

市
で
所
得
状
況
が
分
か
ら
な
い
方

な
ど
一
部
の
方
へ
、
乳
幼
児
・
義

務
教
育
就
学
児
医
療
証
の
現
況
届

を
送
付
し
ま
し
た
。
現
況
届
は
、

現
在
お
持
ち
の
医
療
証
の
資
格
が

平
成　

年　

月
以
降
も
継
続
可
能

２７

１０

か
確
認
す
る
も
の
で
す
。
書
類
が

届
い
た
方
は
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
今
回
書
類
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
自
動
的
に
資
格
継
続
処
理
を

し
ま
す
の
で
、
提
出
書
類
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■限
 

８
月　

日（
月
）

３１

■先
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係
、

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
子
育
て
の
援
助
を
受
け

た
い
方
（
生
後
４
カ
月
〜
小
学
校

３
年
生
の
お
子
さ
ん
対
象
）
と
支

援
を
行
い
た
い
方
が
会
員
と
な
り
、

地
域
の
中
で
子
育
て
を
す
る
有
償

の
助
け
合
い
の
活
動
で
す
。

　

新
規
の
活
動
会
員
（
子
育
て
の

援
助
に
興
味
の
あ
る
方
）
へ
事
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
基
礎
研
修
受
講
後
、
活
動
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

■日
 

８
月　

日（
木
）

２７

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
介
護
予
防

教
室

■申
 

電
話

■限
 

８
月　

日（
水
）

２６

※
託
児
が
必
要
な
方
は
８
月　

日
２４

架
空
・
不
当
請
求

架
空
・
不
当
請
求

に
注
意

に
注
意　
!!!!

請
求
し
て
く
る
「
架
空
請
求
」
に

関
す
る
消
費
生
活
相
談
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
最
新
の
手
口
や
そ
の

対
処
法
等
は
「
東
京
く
ら
し
Ｗ
Ｅ

Ｂ
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

　

架
空
請
求
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
個
人
が
慎
重
に
行
動
し
、
自
分

の
行
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
慌
て
ず
、
行
動
す
る
前

に
も
う
一
度
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

疑
問
等
は
稲
城
市
消
費
者
相
談

室
〔
1　

・
３
７
３
８
（
午
前　

３７８

１０

時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
３
時
）〕

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
 

市
民
協
働
課
市
民
生
活
係

三
士
業

三
士
業

合
同
開
催
し
ま
す
！

合
同
開
催
し
ま
す
！

相
続
・
不
動
産
等

相
続
・
不
動
産
等

無
料
相
談
会

無
料
相
談
会

　

分
〜
４
時　

分

１５

１５

※
１
組
１
時
間
以
内

■場
 

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■定
 
　

組
（
申
込
先
着
順
）

１５
■申
 

電
話
〔
８
月　

日（
月
）〜
〕

１７

■先
 

■問
 

市
民
協
働
課
市
民
生
活
係　

1　

・
２
２
８
６
（
直
通
）

３７８稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城
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稲
城
消
防
署
で
は
応
急
手
当
て

の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

■対
 

市
内
在
勤
・
在
住
の
中
学
３
年

生
以
上
の
方

な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
防
火
・
防

災
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
員
募
集

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
は
、防
火
・

防
災
に
関
す
る
知
識
を
習
得
し
、

規
律
を
学
び
社
会
に
奉
仕
で
き
る

人
材
育
成
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

■対
 

小
学
３
年
生
〜
中
学
生
の
児
童・

生
徒

■問
 

予
防
課
予
防
係

（
月
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
無
料
）
。

■先
 

■問
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー　

1　

・
５
５
５
１

３７８

▲ロープ渡過体験の様子

　

Ｉ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭
の
期

間
中
に
、
和
楽
器
を
使
っ
た
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
土
）

１０

２４

■時
 

午
後
６
時
開
演
（
開
場
＝
午
後

５
時　

分
）

３０

■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

▽
出
演　

ど
ん
が
ら
＆ 
和  
力 

わ 
り
き

■費
 

１
５
０
０
円
（
前
売
り
・
当
日

と
も
）

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
、
城
山
体
験
学
習
館
、
総
合
体

育
館
、
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
、
タ
カ

ハ
シ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ザ

※
売
切
れ
次
第
終
了

　

良
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、

住
民
と
行
政
の
橋
渡
し
を
す
る
都

市
計
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に　

年
３０

近
く
関
わ
っ
て
き
た
体
験
を
、
具

体
例
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
す
。

■日
 

９
月
４
日（
金
）

■時
 

午
後
７
時
〜
９
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
１
階

■講
 

湯
浅　

栄
理
子
氏
（
若
葉
台
在

住
）

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

都都
市市
計計
画画
ココ
ンン
ササ
ルル
タタ
ンン
トト

っっ
てて
どど
んん
なな
仕仕
事事
？？

　

「
自
分
ら
し
く
、
ま
ち
を
元
気

に
す
る
仕
事
」
を
創
り
続
け
て
い

る
竹
内
さ
ん
に
体
験
談
と
そ
の
思

い
を
伺
い
ま
す
。

■日
 

９
月
９
日（
水
）

■時
 

午
前　

時
〜

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階
会
議
室

■講
 

竹
内　

千
寿
恵
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｍ
ｙ
ｓ
ｔ ｙ 
ｌ ｅ 
こ
だ
い
ら
代

表
理
事
他
）

■費
 
　

円
３００

■申
 

電
話
、
メ
ー
ル

■先
 
 
� info@

i

‐ inagi

‐ supp
ort.org

　

東
京
都
内
で
、
使
っ
た
覚
え
の

な
い
有
料
サ
イ
ト
の
利
用
料
等
を

　

三
士
業
（
弁
護
士
・
税
理
士
・

司
法
書
士
）
合
同
で
相
続
、
不
動

産
、
遺
言
等
に
関
す
る
様
々
な
疑

問
や
問
題
点
に
対
す
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
方

■日
 

９
月　

日（
日
）

１３

■時
 

午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
１
時

１０

■日
 

９
月　

日（
土
）

１９

■時
 

午
前
９
時
〜
正
午

■場
 

稲
城
消
防
署
講
堂

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

３０
■内
 

応
急
手
当
て
の
基
礎
知
識
、
心

肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
方
法

※
受
講
さ
れ
た
方
に
は
救
命
技
能

者
と
し
て
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
講
習

修
了
証
（
２
年
間
有
効
）
を
交
付

し
ま
す
。

■講
 

稲
城
消
防
署
救
急
救
命
士

■申
 

電
話

■限
 

９
月　

日（
水
）

１６

■先
 

■問
 

警
防
課
救
急
係

　

７
月
５
日
に
坂
浜
地
区
・
押
立

地
区
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
が
、
は

し
ご
車
の
体
験
乗
車
や
火
災
実
験

ご意見を募集します ! !
稲城市まち・ひと・しごと創生

総合戦略（案）
稲城市公共施設等
総合管理計画（案）計画名

　市では、まち・ひと・しごと創生
法に基づき「稲城市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略（案）」をまとめ
ました。この案に対する皆さんから
のご意見を募集します。

　市では、公共施設等の管理につい
て、主に更新等の視点から現状と今
後を「稲城市公共施設等総合管理計
画（案）」としてまとめました。こ
の計画案に対する皆さんからのご意
見を募集します。

概要

市内在住・在勤・在学の方対象

8月18日（火）～31日（月）縦覧・意見の
応募期間

市役所5階企画政策課、各文化センター、中央図書館、
平尾・若葉台出張所、市 HP縦覧場所

持参、郵送、ファクス（5377－
4781）、メールフォーム（市 HP ）
〔必要事項①件名「稲城市まち・ひ
と・しごと創生総合戦略（案）への
意見」②住所（市外在住の方は勤務
先・通学先）③氏名④意見を述べた
い箇所のページ数・行数・記載内容
⑤記載内容に対するあなたのご意
見〕

持参、郵送、ファクス（5377－
4781）、メールフォーム（市 HP ）
〔必要事項①件名「稲城市公共施設
等総合管理計画（案）への意見」②
住所（市外在住の方は勤務先・通学
先）③氏名④意見を述べたい箇所の
ページ数・行数・記載内容⑤記載内
容に対するあなたのご意見〕

応募方法

※ご意見はそのまま公表することがあります。本文には、個人（本人を含
む）や第三者が特定される内容は記載しないでください。
※窓口・電話における口頭でのご意見はお受けできません。
※ご意見に個別の回答は行いません。後日、いただいたご意見の内容とご
意見に対する市の考え方を公表します。
※全てのご意見が計画に反映されるものではありません。

注意

企画政策課企画政策係応募・
問い合わせ先

登
録
受
付
中

臨
時
職
員

登
録
受
付
中　

臨
時
職
員

９
月
９
日
は
救
急
の
日

９
月
９
日
は
救
急
の
日

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

普
通
救
命
講
習
Ⅰ参

加
者
募
集

参
加
者
募
集

坂
浜
地
区
・
押
立
地
区

坂
浜
地
区
・
押
立
地
区

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

合
同
体
験
学
習

合
同
体
験
学
習

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所　

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

第

回

第　

回
１４１４

Ⅰ
 
Ⅰ あい
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭

の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民 
祭 

ま
つ
り

９
月
１
日

９
月
１
日（
火
）

（
火
）か
ら
か
ら

チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始
！

チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始
！

市市
民民
祭祭
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
座

Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
座

私私
らら
しし
いい
、、
新新
しし
いい
働働
きき
方方

　

現
況
届
は
、
現
在
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
が
、
８
月
以
降
も
引

き
続
き
受
給
で
き
る
か
を
確
認
す

る
も
の
で
す
。
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

　

現
在
受
給
し
て
い
る
方
に
は
書

類
を
郵
送
し
ま
し
た
。
対
象
の
方

で
書
類
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
未
提
出
の
方
に
は
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

■限
 

８
月　

日（
月
）

３１

■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

児
童
扶
養
手
当
･

児
童
扶
養
手
当
･

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

の
現
況
届
を

の
現
況
届
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

対
象
と
な
る
方
は
、
必
要
書
類

を
添
付
し
た
申
請
書
を
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
締
め
切
り
後
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

■申
 

持
参
、
郵
送
（
必
要
書
類
を
添

付
）

■限
 

９
月
１
日（
火
）消
印
有
効

■先
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

■問
 

厚
生
労
働
省
の
相
談
窓
口　

1

０
５
７
０
・　

・　

（
午
前
９
時

０３７

１９２

〜
午
後
６
時
）
、
生
活
福
祉
課
臨

時
福
祉
給
付
金
担
当　

1　

・
８

３７７

８
７
６
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

も
う
す
ぐ

も
う
す
ぐ

受
付
終
了
！

　
　

受
付
終
了
！

子
育
て
世
帯

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金

臨
時
特
例
給
付
金

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明
会

事
業
説
明
会
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その笑顔を
　　届けたい。

と れ た 
て ！ と れ た 
て ！ と れ た 
て ！ 

　なぎ 　なぎ い 　なぎ い い 

　

稲
城
に
お
店
を
構
え
、
何
か
地
元
の
農
産
物
を
活
用
で
き
な

い
か
考
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
お
菓
子
作
り
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

　

始
め
に
梨
の
ゼ
リ
ー
を
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
の
梨
で

ゼ
リ
ー
を
作
る
の
で
、
収
穫
時
期
と
重
な
り
、
一
年
を
通
し
て

ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
一
年
中
作
り
続
け
ら
れ
る

も
の
を
考
え
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
日
持
ち
す
る
よ
う
一
次
加
工
品
が
欲
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
梨
の
ほ
と
ん
ど
は
生
食
用
で
近
隣
に
加
工
所
等
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
全
国
を
探
し
ま
わ
り
、
長
野
県
の
飲
料
加
工

業
者
に
稲
城
の
梨
を
持
ち
込
み
「
稲
城
で
生
ま
れ
た
梨
ジ
ュ
ー

ス
」
を
手
始
め
に
作
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
生
の
梨
や
ジ
ャ
ム
を
使
い
、
い
ろ
い
ろ
な
試
作
を

し
ま
し
た
が
、
和
梨
を
ケ
ー
キ
に
す
る
と
ど
う
し
て
も
梨
の
存

在
感
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

悩
ん
で
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
日
本
中
の
梨
の
産
地
へ

出
か
け
、そ
の
地
元
で
売
ら
れ
て
い
る
梨
の
焼
き
菓
子
を
買
い
、

参
考
に
な
る
も
の
を
探
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
納

得
で
き
る
焼
き
菓
子
は
１
つ
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
経
験
が
、
「
梨
を
使
っ
て
い
る
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
。
梨

ら
し
さ
が
消
え
、
な
ん
の
魅
力
も
感
じ
な
い
。
よ
し
！
本
当
に

お
い
し
い
と
思
え
、
和
梨
が
活
き
て
い
る
『
日
本
一
お
い
し
い

梨
の
焼
き
菓
子
』を
作
る
！
」
と
私
を
強
く
決
心
さ
せ
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、
移
動
中
に
駅
弁
を
食
べ
て
い
る
と
、
ふ
と
お
か
ず

の
大
根
に
目
が
止
ま
り
ま
し
た
。
「
こ
れ
だ
っ
！
」
一
瞬
時
が

止
ま
り
、
閃
い
た
の
で
す
。

　

「
大
根
は
煮
る
と
柔
ら
か
く
な
る
け
ど
、
干
す
と
切
り
干
し

大
根
や
沢
庵
の
よ
う
に
食
感
を
出
す
事
が
で
き
る
。
こ
れ
を
梨

に
応
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
」

　

旅
か
ら
戻
り
、
す
ぐ
に
干
し
梨
を
作
っ
て
み
ま
し
た
が
、
た

だ
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
で
し
た
。
甘
み
は
濃
く
な
る
が
、
梨
だ

と
言
わ
れ
な
け
れ
ば
気
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
、
一
晩
水
に
漬

け
て
戻
し
た
干
し
梨
を
食
べ
て
み
る
と
、
な
ん
と
！
梨
の
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
感
が
戻
り
、
甘
み
、香
り
も
強
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
水
で
は
な
く
「
稲
城
で
生
ま
れ
た
梨
ジ
ュ
ー
ス
」
で

干
し
梨
を
戻
し
た
ら
も
っ
と
良
い
の
で

は
な
い
か
と
試
行
錯
誤
し
、

５
年
の
歳
月
を
費
や

し
て
、つ
い
に「
日
本

一
の
梨
ケ
ー
キ
」
が

誕
生
し
た
の
で
す
。

①ダクワーズ稲城【パティスリー ハルキ】
「稲城のお菓子です。」といえる物をという事で、日頃人気のダクワーズに梨の
ジャムとクリームをサンドしました。
②梨けーき【ケーキファクトリー ホイップ】
稲城の梨で作った干し梨を「稲城で生まれた梨ジュース」で戻し、発酵バター
をたっぷり使ったケーキの中に入れて梨らしさをぎゅっと閉じ込
めました。
③稲城めぐり（梨）【お菓子の工房 だいちとくるみ】
稲城産の梨でドライ梨を作り、マドレーヌに加えました。和三盆
糖蜜をドライ梨にからめて加えることで香りよくしあげました。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
稲
城
長
沼
駅

か
ら
京
王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅
ま

で
、
梨
園
や
弁
天
通
り
商
店
会
、

穴
澤
天
神
社
等
の
散
策
を
楽
し
め

ま
す
。

　

梨
園
で
は
名
産
の
「
稲
城
」
を

は
じ
め
、
「
幸
水
」「
清
玉
」「
豊

水
」
「
あ
き
づ
き
」
な
ど
、
様
々

な
梨
の
食
べ
比
べ
が
で
き
ま
す
。

　

案
内
チ
ラ
シ
の
応
募
は
が
き
に
、

４
つ
の
稲
城
な
し
の
す
け
ス
タ
ン

プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選

で　

人
に
稲
城
の
お
い
し
い
お
土

５０
産
が
当
た
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
専
用
ア
プ
リ
「
ふ
ら
っ
と
案

内
」
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

■日
 

９
月
１
日（
火
）〜　

日（
水
）

３０

※
案
内
チ
ラ
シ
は
市
内
公
共
施
設

や
駅
、
そ
の
他
商
業
施
設
等
で
配

布
予
定
で
す
。

■問
 

経
済
観
光
課
観
光
係

　田畑が多く残る稲城市には、
「梨」や「ぶどう」を中心に様々な農
産物が収穫されます。商工会では
こうした地域資源を活用した加工
品を地域認証ブランドの「稲城の
太鼓判」として認証しています。 ▲経済観光課商工係

横山　　　　　

 加  金  園 　園主
か きん えん

加藤　明さん

②②

①①

③③

第第３３回回
稲城ぶらり散歩稲城ぶらり散歩
スタンプラリースタンプラリー
「梨畑に囲まれた「梨畑に囲まれた
見どころ 見どころ
いっぱいコー いっぱいコースス」」

次世代へ襷をつなぐ梨作り
たすき

日本一の梨ケーキ
が完成

生地をカップに入れ、
オーブンで焼く

ケーキの生地を 
すばやく混ぜる

カップに梨ジュー
スで戻した干し梨
を入れる

思いの詰まった「梨けーき」

■問秘書広報課広報広聴係秘書広報課広報広聴係

　市内には一次産品だけでなく、
年間を通しておいしくいただける
加工品がたくさんあります。今後
も、特産品や加工品のＰＲを通し
て稲城市の魅力を市内外に発信し
ていきたいと思います。 ▲ 金  梨  園 （スタンプラリーで立ち寄る梨園）

きん り えん

　梨作りというと花粉付けや袋掛けなどを思い浮かべ
る方も多いと思いますが、一番大切なのは土作りです。
梨の味は土で決まります。
　冬の間に土を耕し、肥やしを入れ、土作りを行いま
す。肥料の配合などは梨園ごとに異なり、私の家にも
代々引き継がれたものがあります。また、土作り以外
にも枝の 剪  定 や木の養生など、梨作りにとって大切な

せん てい

作業があります。
　こうしたそれぞれの農家の地道な作業の積み重ねが、
おいしい「稲城の梨」が生まれる秘訣だと思います。
　今後は、廃棄となってしまう梨をどう活用するかを
考えなければいけません。廃棄梨の量が決まっている
わけではないので、難しい課題ですが、先祖から引き
継いだ土地を守り、子や孫に「稲城の梨」を残してい
くためにも、皆で知恵を出し合えればと思っています。

目
標
�
日
本
一
�

梨
け
ー
き
物
語

　梨けーき誕生の裏側には、稲城にお店を開いて1年ほど経っ
たある日にいらした、市役所経済課職員の存在がありました。
彼は「特産品を全国に広めたい」との思いと、梨生産農家が抱
える廃棄梨の問題を熱っぽく語り、私も感化されました。
　梨けーきの干し梨は、廃棄される運命にあった梨を使用して
います。このことが、少しでも稲城の梨農家さんの力になれば
と思っています。
　梨けーきの最大の魅力は「梨が入っている」とすぐに分かる
ことです。梨けーき誕生後も日本中の梨のお菓子を食べていま
すが、これほど“梨感”があって、梨の時期以外も楽しめる焼
菓子には出会ったことがありません。
　稲城の特産物である梨を守り続ける農家の苦労、全国へ広め
ようという市担当者の思いも詰まった自慢のお菓子をぜひご賞
味ください。

梨
け
ー
き
が
で
き
る
ま
で

受
け
継
が
れ
る
土
地
と
文
化

梨
栽
培
に
想
い
を
寄
せ
て

　

稲
城
市
の
梨
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、
約　

年
前
の
元
禄
年
間

３００

に
長
沼
村
の
代
官
増
岡
平
右
衛
門
さ
ん
と
川
島
佐
治
右
衛
門
さ

ん
が
、
山
城
国
（
現
在
の
京
都
府
東
南
部
）
に
出
か
け
た
際
、

「
淡
雪
」
と
い
う
品
種
の
梨
苗
を
持
ち
帰
り
植
え
た
こ
と
が
始

ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
中
期
に
は
本
格
的
な
商
業
栽
培
が
定
着
し
、
現
在
梨
の

生
産
量
は
１
千
ト
ン
を
超
え
、
東
京
都
下
最
大
の
梨
生
産
地
と

し
て
、
都
内
の
梨
栽
培
を
牽
引
し
続
け
て
い
ま
す
。
栽
培
品
種

は　

種
類
ほ
ど
で
す
が
、
現
在
で
は
「
稲
城
・
新
高
・
豊
水
・

２０
幸
水
」
の
４
品
種
が
全
体
の　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

９０

　

以
前
は
多
摩
川
一
帯
で
栽
培
さ
れ
る
梨
を
「
多
摩
川
梨
」
と

し
て
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、他
市
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、

平
成　

年
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
「
稲
城
の
梨
」
の
登
録

１８

を
特
許
庁
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や
後
継
者
不
足
の
問
題
、
温
暖

化
に
伴
う
自
然
災
害
な
ど
、
都
市
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
梨
生
産
農
家
の
研
究

と
努
力
、
そ
し
て
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
大
切
な
伝
統
を
守

ろ
う
と
す
る
想
い
が
、
全
国
に
誇
る
「
稲
城
の
梨
」
ブ
ラ
ン
ド

を
次
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
ま
す
。

市担当者からの一言

ケーキファクトリー
ホイップ　代表
多田　和正さん

ケーキ
ファクトリー
ホイップ
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認認
知知
症症
ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー

養養
成成
講講
座座

認
知
症
を
学
び

 
認
知
症
を
学
び

地
域
で
支
え
よ
う
！

地
域
で
支
え
よ
う
！

特特
別別
障障
害害
者者
手手
当当
・・

障障
害害
児児
福福
祉祉
手手
当当
・・

福福
祉祉
手手
当当（（
国国
制制
度度
））

をを
受受
給給
しし
てて
いい
るる方方

へへ

　

７
月　

日
付
で
土
地
区
画
整
理

１０

法
第　

条
に
基
づ
き
、
稲
城
押
立

１０３

第
一
地
区
の
換
地
処
分
が
行
わ
れ
、

そ
の
翌
日
か
ら
次
の
と
お
り
地
番

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

（
変
更
前
）
稲
城
市
大
字
押
立
字

上
関　

番
３
〜　

番

４１３

４８２

（
変
更
後
）
稲
城
市
大
字
押
立
字

上
関　

番
〜　

番
４

１００

２０２

■問
 

市
街
地
整
備
課
事
業
調
整
係

稲
城
押
立
第
一

稲
城
押
立
第
一

土
地
土
地
区
画
整
理
組
合

区
画
整
理
組
合

換
地
処
分
に
伴
う

換
地
処
分
に
伴
う

地
番
の
変
更

地
番
の
変
更

　

ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期

間
中
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

■日
 

８
月　

日（
火
）〜
９
月
１
日

１８

（
火
）

■時
 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

■内
 

①
多
摩
都
市
計
画
地
区
計
画

稲
城
駅
北
地
区
地
区
計
画
の
変
更

②
多
摩
都
市
計
画
地
区
計
画

稲
城
駅
南
地
区
地
区
計
画
の
変
更

■場
 

市
役
所
３
階
都
市
計
画
課

※
土
・
日
曜
日
は
市
役
所
１
階
当

直
員
室
前
で
閲
覧
の
み
可

■問
 

都
市
計
画
課
景
観
と
地
区
計
画

都
市
計
画
案
の

都
市
計
画
案
の縦覧

縦
覧

　

東
京
都
で
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
・
２
級
（
内
部
障
害
は
１

級
〜
３
級
）
、
愛
の
手
帳
１
度
・

２
度
を
お
持
ち
の
方
の
保
険
適
用

医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

※
所
得
や
年
齢
に
よ
る
制
限
が
あ

り
ま
す
。

所
得
審
査
の
年
度
が
変
わ
り
ま
す

　

９
月
受
付
分
か
ら
、
平
成　

年
２６

分
の
所
得
に
よ
る
審
査
に
な
り
ま

す
。
過
去
に
所
得
が
基
準
額
を
超

え
た
た
め
に
非
該
当
と
な
ら
れ
た

方
で
、
所
得
が
減
額
し
た
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○障
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
、
○障
 

受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
所
得
審
査
の
結
果
に
よ

っ
て
、
新
し
い
○障
 

受
給
者
証
ま
た

は
非
該
当
通
知
を
８
月
末
日
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
限
が
切

現
況
届
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

現
況
届
は
、
現
在
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
が
、
８
月
以
降
も
引

き
続
き
受
給
で
き
る
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
対
象
者
に

は
案
内
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
案
内
が

届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
未
提
出
の
方
に
は
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。　

■限
 

９
月　

日（
木
）

１０

現
在
、
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

へ
　

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
は
速
や
か
に
届

運
転
免
許
取
得
費

　

第
一
種
普
通
自
動
車
免
許
取
得

費
用
を
助
成
し
ま
す
。
手
足
の
障

害
や
聴
覚
障
害
に
対
応
し
た
教
習

を
行
っ
て
い
る
教
習
所
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■対
 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級

（
内
部
障
害
の
場
合
は
４
級
、
下

肢
・
体
幹
機
能
障
害
で
歩
行
困
難

　

有
効
期
限
が
平
成　

年
９
月　

２７

３０

日（
水
）ま
で
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を

お
持
ち
の
方
で
、
更
新
を
ご
希
望

さ
れ
る
方
は
、
９
月
中
に
更
新
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
下
旬
に
（
一
社
）
東
京
バ

ス
協
会
か
ら
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更

新
申
込
書
」等
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

費
用
及
び
必
要
書
類
を
ご
用
意
の

う
え
、
案
内
に
記
載
の
更
新
窓
口

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■日
 

■時
 

■場
 

表
１
の
と
お
り

■費
 

表
２
の
と
お
り

東
京
都

東
京
都

シ
ル
バ
ー
パ
ス

シ
ル
バ
ー
パ
ス

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　

対
象
の
方
に
８
月
末
ご
ろ
に
案

内
状
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
詳

細
は
広
報
い
な
ぎ
９
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で　
歳
以
上
の
方（
９

７０

月　

日
現
在
）

１５
■日
 

９
月　

日（
日
）

１３

■時
 

○
第
１
部
＝
午
前
９
時　

分
〜

３０

○
第
２
部
＝
午
後
１
時　

分
〜

３０

■場
 

駒
澤
学
園
記
念
講
堂

▽
式
典　

高
齢
者
表
彰

▽
演
芸
出
演
予
定

ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
（
歌
謡
シ
ョ

ー
）
、
マ
グ
ナ
ム
小
林
（
バ
イ
オ

リ
ン
漫
談
）

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

噛
む
こ
と
の
大
切
さ
、
噛
む
こ

と
に
よ
る
健
康
効
果
を
歯
科
衛
生

士
と
管
理
栄
養
士
が
各
専
門
分
野

か
ら
教
え
ま
す
。
歯
周
病
予
防
の

鍵
と
な
る
唾
液
力
ア
ッ
プ
の
口
腔

体
操
、
免
疫
力
を
高
め
る
食
事
の

と
り
方
や
試
食
な
ど
、
元
気
な
シ

ニ
ア
世
代
を
応
援
す
る
講
座
で
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方

６５

■日
 

９
月
４
日
、　

日
、　

日
、　

１１

１８

１０

月　

日
の
４
日
間
コ
ー
ス
（
い
ず

１６
れ
も
金
曜
日
）

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
認
知

症
の
方
の
「
応
援
者
」
で
す
。
認

知
症
と
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
等

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■対
 

認
知
症
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

■日
 

８
月　

日（
金
）

２８

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２５

　

介
護
を
し
て
い
て
困
っ
て
い
る

こ
と
、
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と

を
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
話
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

介
護
し
て
い
る
家
族
、
関
心
の

あ
る
方

■日
 

９
月
２
日（
水
）

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

ひ
ら
お
苑

■費
 
　

円
程
度
（
お
茶
代
）

１５０
■申
 

電
話
〔
８
月　

日（
月
）〜
〕

１７

▽
必
要
書
類

全
員
が
必
要
な
書
類

○
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込
書

○
現
在
使
用
中
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

○
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証

表
２
中
の
②
・
③
の
方

（
ア
）「
平
成　

年
度
介
護
保
険
料

２７

納
入
（
決
定
）
通
知
書
」
の
所
得

段
階
区
分
欄
に
「
１
」
〜
「
５
」

が
記
載
さ
れ
た
も
の

（
イ
）「
平
成　

年
度
住
民
税
非
課

２７

税
証
明
書
」

（
ウ
）「
生
活
保
護
受
給
証
明
書
」

（
「
生
活
扶
助
」
の
記
載
が
あ
る

も
の
）

（
エ
）「
平
成　

年
度
介
護
保
険
料

２７

納
入
（
決
定
）
通
知
書
」
の
所
得

段
階
区
分
に
「
６
」
が
記
載
さ
れ

た
も
の

（
オ
）「
平
成　

年
度
住
民
税
課
税

２７

証
明
書
」

※
所
得
段
階
区
分
「
７
」
の
方
は

（
オ
）も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
確
認
書
類
に
関
す
る
注
意
事
項

○（
ア
）（
エ
）は
、
７
月
頃
に
市
か

ら
発
送
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
再

発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

○（
イ
）（
オ
）は
課
税
課
市
民
税
係

で
発
行
し
て
い
ま
す
（
手
数
料　
２００

円
、
本
人
確
認
書
類
、
印
鑑
が
必

要
で
す
）

※
同
一
世
帯
の
ご
家
族
以
外
の
方

が
申
請
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

■問
 

（
一
社
）
東
京
バ
ス
協
会　

1

　

・
５
３
０
８
・
６
９
５
０
、
稲

０３城
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

け
出
て
く
だ
さ
い
。　

■対
 

○
特
別
障
害
者
手
当
＝
市
外
転

出
、
死
亡
、
施
設
に
入
所
し
て
い

る
、
入
院
３
カ
月
超
過
な
ど

○
障
害
児
福
祉
手
当
・
福
祉
手
当

＝
市
外
転
出
、
死
亡
、
障
害
を
支

給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て

い
る
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
な

ど○
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
＝
市
外

転
出
、
死
亡
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
な
ど

■先
 

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

な
場
合
は
４
級
・
５
級
）
ま
た
は

愛
の
手
帳
１
度
〜
４
度
の
障
害
の

あ
る
方

▽
助
成
額　

教
習
所
な
ど
の
入
所

料
、
教
習
料
な
ど
の
助
成
対
象
経

費
の
３
分
の
２
の
額

▽
助
成
限
度
額　

市
民
税
所
得
割

が　

万
５
千
円
か
ら　

万
円
未
満

２３

４６

の
方
＝　

万
３
６
０
０
円
、
市
民

１２

税
所
得
割
が
１
円
か
ら　

万
５
千

２３

円
未
満
の
方
＝　
万
４
２
０
０
円
、

１４

生
活
保
護
受
給
及
び
市
民
税
非
課

税
の
方
＝　

万
４
８
０
０
円

１６

自
動
車
改
造
費

　

手
足
が
不
自
由
な
方
で
も
運
転

が
で
き
る
よ
う
に
、
自
動
車
の
ハ

ン
ド
ル
や
ア
ク
セ
ル
な
ど
を
改
造

す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

■対
 

身
体
障
害
者
手
帳
の
上
肢
・
下

肢
・
体
幹
機
能
障
害
が
１
級
・
２

級
の
方
で
、
自
ら
が
所
有
し
、
運

転
す
る
自
動
車

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
助
成
限
度
額　

操
向
装
置
及
び

駆
動
装
置
の
改
造
に
要
す
る
総
額

で　

万
３
９
０
０
円
以
内

１３
■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

れ
た
○障
 

受
給
者
証
は
障
害
福
祉
課

に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

表2　費用負担区分及び確認書類
費用確認書類対象者

20,510
円全員に必要な書類

①平成27年度住民税が課税で、平
成26年の合計所得金額が125万
円を超えている方

1,000
円

全員に必要な書類＋
（ア）・（イ）・（ウ）の
うち1つ

②平成27年度住民税が非課税の方

全員に必要な書類＋
（エ）・（オ）のうち1つ

③平成27年度経過措置の対象の方 
※

※平成27年度の住民税は課税であっても、平成26年の合計所得金額
が125万円以下の方及び平成26年度経過措置のうち、平成17年度の
住民税が非課税であったことにより1,000円でパスの発行を受けた方

表1　更新期間・会場

会場
更新期間

（時間：午前10時
～午後4時）

市役所
1階ロビー

9月1日（火）～4日（金）
9月28日（月）～30日（水）

平尾
自治会館9月2日（水）～4日（金）

総合
体育館9月8日（火）～9日（水）

ごご
存存
じじ
でで
すす
かか

○○障
 

心
身
障
害
者

心
身
障
害
者

医
療
費
助
成

医
療
費
助
成

認
知
症
の
方
を

認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
家
族
の
会

介
護
し
て
い
る
家
族
の
会

やや
まま
もも
もも
のの
会会

開開
催催
しし
まま
すす

おお
とと
しし
よよ
りり
へへ
のの

感感
謝謝
のの
つつ
どど
いい

障
害
者
の

障
害
者
の

運
転
免
許
取
得
費
・

運
転
免
許
取
得
費
・

自
動
車
改
造
費

自
動
車
改
造
費の助

成

の
助
成

　

所
得
状
況
届
は
、
現
在
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
が　

月
以
降
も

１０

引
き
続
き
受
給
で
き
る
か
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
受
給
者
の

方
に
は
案
内
を
郵
送
し
ま
し
た
の

で
、
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
対

象
の
方
で
案
内
が
届
い
て
い
な
い

所
得
状
況
届
を

所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

提
出
し
て
く
だ
さ
い

東東
京京
都都
重重
度度
心心
身身

障障
害害
者者
手手
当当

（（
都都
制制
度度
））

方
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合

は
、
提
出
が
あ
る
ま
で
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す
。

※
施
設
入
所
、入
院
３
カ
月
超
過
、

都
外
転
出
、
死
亡
な
ど
の
資
格
消

滅
事
由
が
あ
れ
ば
、
所
得
状
況
届

と
は
別
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

８
月　

日（
月
）

３１

■先
 

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

シ
ニ
ア
の
た
め
の

シ
ニ
ア
の
た
め
の

口
腔
ケ
ア
講
座

口
腔
ケ
ア
講
座

健
康
の
鍵
は

健
康
の
鍵
は「
噛
む
力
」

「
噛
む
力
」

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２５
■申
 

電
話
〔
８
月　

日（
月
）〜
〕

１７

■限
 

８
月　

日（
金
）

２８

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

係

▽
任
期　
　

月
１
日
〜
平
成　

年

１０

３０

９
月　

日
の
３
年
間

３０

※
今
後
３
年
間
で
計　

回
程
度
審

１６

議
を
予
定

※
協
議
会
は
平
日
の
午
後
に
開
催

■定
 

２
人

▽
報
酬　

１
回
に
つ
き
８
８
０
０

円
（
交
通
費
込
み
）

■申
 

持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル

※
応
募
用
紙
は
高
齢
福
祉
課
介
護

保
険
係
、
市 　 
で
入
手
可
。
「
要

HP

介
護
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し

て
住
み
続
け
る
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
論
文
（
１
２
０
０
字
以

内
）
が
あ
り
ま
す
。

■限
 

９
月　

日（
金
）必
着　

１１

■問
 

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係　

� 

koureifukushi@
city.ina

gi.lg.jp

　

介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
、
介

護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
中

立
・
公
平
性
の
担
保
を
図
る
た
め
、

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
及
び

評
価
や
介
護
保
険
事
業
の
運
営
等

を
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
被
保
険
者
を
代
表
す
る
市
民

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
介
護

保
険
被
保
険
者
で
、　

歳
以
上
の

４０

方
（
平
成　

年
８
月　

日
現
在
）

２７

１５

公
募
し
ま
す

公
募
し
ま
す

稲
城
市
介
護
保
険

稲
城
市
介
護
保
険

運
営
協
議
会
委
員

運
営
協
議
会
委
員

■申
 

電
話
〔
８
月　

日（
月
）〜
〕

１７

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

の
く
ち　

1　

・
２
２
０
２

３７０

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
お　

1　

・
６
０
８
８

３３１
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

駒
沢
学
園

　

離
乳
食
ル
ー
ム
の
お
誘
い

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

調
理
講
習
会

調
理
講
習
会

パ
パ
と
子
の
料
理
教
室

パ
パ
と
子
の
料
理
教
室

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
！

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
よ
る

　

平
成　

年
度
地
域
配
分

27

　

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
認

定
す
る
た
め
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

合
格
者
に
は
、
高
等
学
校
の
入
学

資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■対
 

病
気
等
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
り
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校

に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
方
等

▽
試
験
日　
　

月　

日（
水
）

１０

２８

▽
受
験
案
内
等
配
布
場
所　

東
京

都
教
育
庁
義
務
教
育
課
小
中
学
校

係（
新
宿
区
西
新
宿
２
の
８
の
１
） 

1　

・
５
３
２
０
・
６
７
５
２

０３
■申
 

郵
送
〔
８
月　

日（
月
）〜
〕

２４

■限
 

９
月　

日（
金
）消
印
有
効

１１

■先
 

■問
 

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策

局
生
涯
学
習
推
進
課
認
定
試
験
第

一
係
・
認
定
試
験
第
二
係（
〒　
・
１００

　
千
代
田
区
霞
が
関
３
の
２
の
２
） 

８９５９1　

・
５
２
５
３
・
４
１
１
１

０３

■対
 

接
種
日
現
在
、
生
後
１
歳
に
至

る
ま
で
の
お
子
さ
ん

※
生
後
５
カ
月
に
達
し
た
時
か
ら

生
後
８
カ
月
に
達
す
る
ま
で
が
標

準
的
な
接
種
時
期
で
す
。

■日
 

９
月
１
日（
火
）

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

３
時

※
受
付
開
始
時
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
時
間
を
ず
ら
し
て
の

来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

※
当
日
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
車
で
の
来
場
及
び
付
き
添
い

の
方
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
自
費
と

な
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
病
気
な

ど
に
よ
り
当
日
接
種
で
き
な
い
方

は
、
早
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

月
１
日
か
ら

月
１
日
か
ら

１０１０国
民
健
康
保
険
の

国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
が

保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

新
し
く
な
り
ま
す

　

平
成　

年　

月
１
日
以
降
に
使

２７

１０

用
で
き
る
保
険
証
（
有
効
期
限
が

平
成　

年
９
月　

日
ま
で
）
を
、

２９

３０

９
月
初
旬
よ
り
簡
易
書
留
で
郵
送

し
ま
す
。
特
定
記
録
郵
便
に
よ
る

郵
送
や
市
役
所
の
窓
口
で
の
手
渡

し
を
希
望
の
方
は
、
８
月　

日
２８

（
金
）ま
で
に
国
民
健
康
保
険
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
度
以
前
の
国
民
健
康

２６

保
険
税
に
未
納
分
が
あ
る
世
帯
に

は
、
有
効
期
限
の
短
い
保
険
証
を

交
付
し
ま
す
。
ま
た
国
民
健
康
保

険
税
の
納
付
が
滞
っ
て
い
る
世
帯

に
対
し
て
は
、
保
険
証
を
窓
口
交

付
の
み
と
す
る
場
合
や
保
険
証
の

代
わ
り
に
資
格
証
明
書
を
交
付
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困

難
な
場
合
に
は
放
置
せ
ず
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

国
民
健
康
保
険

検
診
費
用
の

検
診
費
用
の

半
額

 
半
額
をを助成

し
ま
す

助
成
し
ま
す

▽
助
成
対
象
の
検
診　

人
間
ド
ッ

ク
、
脳
ド
ッ
ク
、
が
ん
検
診
（
大

腸
が
ん
、
胃
が
ん
、
乳
が
ん
、
子

宮
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
）

※
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
る
検
診

を
除
く
。

■対
 

受
診
日
現
在
に
次
の
年
齢
の
被

保
険
者
で
、
納
期
限
の
到
来
し
た

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
方

○
人
間
ド
ッ
ク
＝　

歳
以
上　

歳

２０

４０

未
満

○
脳
ド
ッ
ク
＝　

歳
未
満

７５

○
が
ん
検
診
＝　

歳
未
満

４０

▽
助
成
額　

診
査
料
の
２
分
の
１

（
上
限
２
万
円
）

▽
助
成
回
数　

各
検
診
に
つ
き
、

当
該
年
度
に
１
回
ず
つ

■申
 

受
診
後
に
持
参
〔
①
保
険
証
②

受
診
し
た
検
診
名
が
記
載
さ
れ
て

い
る
領
収
書
③
印
鑑
④
振
込
先
が

分
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）
〕

■先
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

　

予
約
不
要
で
す
。
ど
な
た
で
も

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■日
 

８
月　

日（
土
）

２２

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

若
葉
台
駅
改
札
前

■内
 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
等

　

べ
た
べ
た
状
か
ら
形
の
あ
る
食

べ
物
へ
離
乳
食
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
き
ま
す
。
調
理
の
仕
方

を
具
体
的
に
お
話
し
し
な
が
ら
試

食
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
お
友

達
も
作
り
ま
し
ょ
う
。

■対
 

平
成　

年　

月
〜
平
成　

年
２

２６

１２

２７

月
生
れ
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

■日
 

９
月　

日（
水
）

１６

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ
実
習
室

■定
 
　

組
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

１８
■内
 

モ
グ
モ
グ
期
の
離
乳
食
の
作
り

方
、
試
食
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

■申
 

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル〔
８

月　

日（
火
）〜
、
必
要
事
項
①
名

１８
前
②
連
絡
先
〕　

■限
 

８
月　

日（
金
）必
着

２８

■先
 

■問
 

駒
沢
学
園
健
康
栄
養
相
談
室

（
〒　

・　

稲
城
市
坂
浜　

）　

２０６

８５１１

２３８

1　

・
７
１
６
７（
火
〜
金
曜
日
、

３５０
午
前　

時
〜
午
後
４
時
）　

5　
・

１０

３５０

７
１
７
５
、
� eiyou

‐ care
@
kom

ajo.ac.jp

　

地
域
性
の
高
い
施
設
及
び
団
体

が
行
う
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的

と
し
た
具
体
的
な
事
業
に
対
し
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

■対
 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
事
業
の

開
始
か
ら
１
年
以
上
を
経
過
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
施
設

及
び
団
体

①
社
会
福
祉
法
人
、
社
会
福
祉
事

業
を
行
う
特
定
非
営
利
活
動
法
人

な
ど
の
非
営
利
法
人
が
運
営
す
る

施
設
及
び
団
体

②
法
人
格
は
有
し
て
い
な
い
が
、

既
に
社
会
福
祉
事
業
運
営
の
実
績

が
あ
り
、
市
・
社
会
福
祉
協
議
会

等
か
ら
定
期
的
に
助
成
を
受
け
て

い
る
施
設
及
び
団
体

③
そ
の
他
、
地
域
福
祉
の
推
進
を

目
的
と
す
る
団
体
で
、
稲
城
地
区

配
分
推
せ
ん
委
員
会
に
よ
り
認
め

ら
れ
た
も
の　
　
　

▽
助
成
対
象
事
業　

平
成　

年
度

２８

に
実
施
す
る
も
の
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
備
品
整
備

②
小
破
修
理

③
研
修
・
講
習
会
な
ど

▽
配
分
金
限
度
額　
　

万
円
〜　

１０

３０

万
円

※
施
設
及
び
団
体
の
自
己
負
担
が

総
事
業
費
の　
％
以
上
必
要
で
す
。

２５

■申
 

持
参
、
郵
送

※
申
請
要
項
及
び
申
請
書
は
「
稲

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
」 　 
か
ら

HP

入
手
可

■限
 
　

月　

日（
金
）

１０

３０

▽
助
成
の
決
定
及
び
交
付　

平
成

　

年
３
月
下
旬
に
決
定
し
、
６
月

２８に
交
付
し
ま
す
。

助
成
金
に
関
す
る
説
明
会

■日
 

■時
 

①
９
月
２
日（
水
）午
前　

時
１０

〜　

時
②
９
月　

日（
金
）午
後
２

１１

１１

時
〜
３
時

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■申
 

電
話

※
都
合
が
悪
い
場
合
は
要
相
談

■先
 

■問
 

東
京
都
共
同
募
金
会
稲
城
地

区
配
分
推
せ
ん
委
員
会
（
稲
城
市

社
会
福
祉
協
議
会
）
（
〒　

・　
２０６

０８０４

稲
城
市
百
村
７
）　

1　

・
３
８

３７８

０
０

納期限　8月31日（月）

市･都民税（普通徴収）
（第2期）

国民健康保険税
（第2期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 収納課

東
京
都
看
護
職
復
職
支
援

研
修
の
お
知
ら
せ

稲
城
Ｓ
Ｕ
Ｎ　

Ｇ
Ｏ（
産
後
）

ク
ラ
ブ

〜
産
後
の
育
児
相
談
＆
ヨ
ガ

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
遭
っ
た
の
に
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
、

こ
の
よ
う
な
不
服
を
持
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は　

人
の
審
査

１１

員
が
事
件
の
審
査
に
当
た
り
ま
す
。

審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る

市
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
時
に

は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕

事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

立
川
検
察
審
査
会
事
務
局　

1

　

・　

・
０
２
９
２

０４２

８４５

　

東
京
都
で
は
、
大
規
模
震
災
が

発
生
し
た
場
合
に
余
震
等
に
よ
る

二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
被
災
建

築
物
の
当
面
の
使
用
の
可
否
を
判

定
す
る
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度

判
定
員
の
養
成
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

※
応
急
危
険
度
判
定
員
の
登
録
を

希
望
さ
れ
る
方
は
講
習
会
の
受
講

が
必
要
で
す
。

■対
 

都
内
在
住
・
在
勤
で
建
築
士

（
一
・
二
級
、
木
造
）

■日
 

９
月　

日（
火
）、　

月　

日

２９

１０

１６

（
金
）

■時
 

午
後
１
時　

分
（
受
付
＝
午
後

４０

０
時　

分
〜
）

３０

■場
 

都
庁
第
一
本
庁
舎
５
階
大
会
議

場■定
 

各　

人
（
申
込
先
着
順
）

５００

■申
 

郵
送
、
電
子
申
請
（
「
東
京
建

築
士
会
」 　 
を
参
照
）

HP

■限
 

９
月　

日（
金
）

１１

■先
 

東
京
都
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

務
局
（
〒　

・　

中
央
区
晴
海
１

１０４

６２０４

の
８
の　

Ｚ
棟
４
階
）

１２

※
申
込
書
は
「
東
京
建
築
士
会
」 

 　 
で
入
手
可

HP■問
 

東
京
都
都
市
整
備
局
建
築
企
画

課　

1　

・
５
３
８
８
・
３
３
６

０３

２

開
催
し
ま
す

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度

判
定
員
養
成
講
習
会

看
護
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

駅
前
の
保
健
室

　

都
で
は
、
現
場
復
帰
を
希
望
さ

れ
る
方
の
再
就
業
を
支
援
す
る
た

め
、
無
料
で
病
院
で
の
研
修
及
び

就
職
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

■対
 

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
の
免
許
を
有
し
、
離
職

中
で
都
内
施
設
へ
の
就
業
を
希
望

し
、
就
業
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い

方■日
 

①
９
月
９
日（
水
）〜　

日（
木
）

１７

②　

月　

日（
木
）〜　

日（
月
）

１１

１９

３０

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■場
 

市
立
病
院

■申
 

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
（
5　

・
１

３７９

３
１
０
）

※
申
込
書
は
「
稲
城
市
立
病
院
」 

 　 
で
入
手
可

HP■限
 

①
９
月
２
日（
水
）②　

月　

日

１１

１２

（
木
）

■先
 

稲
城
市
立
病
院
看
護
部
長
室（
〒

　

・　

稲
城
市
大
丸
１
１
７
１
）

２０６

０８０１

◆
共
通
事
項

　

詳
し
く
は
「
稲
城
市
立
病
院
」 

■対
 

生
後
１
カ
月
〜
６
カ
月
の
乳
児

を
持
つ
両
親
及
び
祖
父
母

■日
 

９
月　

日（
土
）

１９

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

■費
 

一
家
族　

円
７００

■申
 

電
話

■先
 

看
護
部
長
室

 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP■問
 

看
護
部
長
室

　

色
々
な
ト
ッ
ピ
ン
グ
で
カ
ラ
フ

ル
な
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
を
パ
パ
と
一

緒
に
楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う
。
料

理
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

■対
 

お
父
さ
ん
と
子
ど
も
（
小
学
生

以
上
、
兄
弟
も
可
）

■日
 

９
月　

日（
土
）

１２

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■場
 

第
四
公
民
館
講
座
室

■内
 

カ
ラ
フ
ル
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
、
野

菜
ス
ー
プ
等

■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具
、
手
拭
き

■費
 
　

円
１００

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１６
■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

■申
 

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
〔
８
月

　

日（
月
）午
前
９
時
〜
〕

１７■限
 

９
月
８
日（
火
）

■問1377・0931

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

保
健
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城
市

206

0804

百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

112

378

実
施
し
ま
す

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
卒
業
程
度
試
験

予
防
接
種

予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）



27・8・15 代表電話は042－378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

わ
が
ま
ち
稲
城
の
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
を
応
援
し
よ
う
！　

■問
 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
株
）　

1　

・
3
5
1
2
・
1
9
6
9

03

■日
■時
8
月　

日（
日
）午
後
6
時
〜　

愛
媛
Ｆ
Ｃ　

※
市
民
シ
ー
ト
販
売
対
象
試
合　

■場
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

23

VS

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

肝
炎
ウ
イ
ル
ス検

診
検
診

8月15日～9月1日 医療・相談あんない 医療・相談あんない 

9 月 ののののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申申込込込込込込込込込込込込込込込受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付
■場■先■問保健センター　1378－3421

備考実施日（9月）対象事業名

前
日
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

30日（水）

平成26年8月1日～平成
26年9月30日に2500g
未満で出生したお子さん
のうち、医療機関に定期
受診していない方

低出生体重児の
1歳児健康診査

2日（水）平成25年8月生2歳児歯科健康診査
18日（金）平成25年2月生2歳6か月児

歯科健康診査
4日（金）妊娠16週から27週まで

の方妊婦歯科健康診査

5日（土）
初産婦とそのパートナー
の方

両親学級（パパ・
ママコース）　※

【1コース2日制】
18日（金）
25日（金）

母親学級（マタニ
ティコース）　※

7日（月）第1子の保護者
（平成27年4月生）

離乳食調理講習会
※

4日（金）未就学児母子健康相談
予約必
要なし1日（火）多胎出生の乳幼児と保護

者（妊婦含む）ふたごの会

※両親学級・母親学級は各先着20組まで、離乳食調理講習会は先着25人まで。

【休日開庁】 開庁時間＝午前8時30分～正午、午後1時～5時
開庁窓口実施日

市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、収納課　　　　　　　　　　　　　
※収納課が担当する過年度分の税外債権（料金）の納付書の再発行、相談等は行いません。22日（土）

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

保
健
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城
市

206

0804

百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

112

378

　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
の
予

防
の
た
め
の
水
痘
ワ
ク
チ
ン
は
、

日
本
人
の
研
究
者
高
橋
博
士
ら

に
よ
り
１
９
７
４
年
に
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
１
９

８
７
年
に
発
売
さ
れ
、
当
初
は

水
痘
に
罹
る
と
命
に
か
か
わ
る
、

治
療
中
の
白
血
病
や
ネ
フ
ロ
ー

ゼ
症
候
群
な
ど
の
免
疫
不
全
状
態

の
患
者
さ
ん
た
ち
の
発
症
予
防
の

た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
１

９
９
０
年
代
に
入
り
接
種
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
、
１
歳
以
上
の
水
痘

未
罹
患
（
水
ぼ
う
そ
う
に
罹
っ
た

こ
と
が
な
い
）
の
子
ど
も
た
ち
に

も
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
の
９

月
ま
で
は
任
意
接
種
（
接
種
費
用

が
有
料
）
で
あ
っ
た
た
め
、
我
が

国
の
水
痘
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は

　

％
台
に
と
ど
ま
り
、
水
痘
の
流

４０行
状
況
に
は
あ
ま
り
変
化
は
な
く
、

毎
年
約　

万
人
の
患
者
発
生
が
あ

１００

り
、
そ
の
中
の
８
割
以
上
が
５
歳

以
下
の
乳
幼
児
で
し
た
。

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
定

期
接
種
化
と
２
回
接
種
に
よ
り
、

数
年
後
に
は
水
痘
患
者
の
大
幅

な
減
少
が
期
待
で
き
ま
す
。
実

際
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
水

痘
患
者
の
全
国
報
告
数
は
昨
年

よ
り
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

水
痘
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は

軽
い
症
状
で
済
む
病
気
で
す
が
、

ま
れ
に
脳
炎
の
よ
う
な
重
い
合

併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
水
痘
は
ワ
ク
チ
ン
で
予
防

で
き
る
病
気
で
す
。
周
り
の
方

に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
も
一
人

一
人
が
き
ち
ん
と
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

稲
城
市
医
師
会　
　
 
森 　
 
直  
行 

も
り 

な
お 
ゆ
き

水 痘 ワクチン
とう

■問 稲城市保健センター
　1378－3421
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昨
年　

月
か
ら
水
痘
ワ
ク
チ
ン

１０

は
定
期
接
種（
接
種
費
用
が
無
料
）

と
な
り
、
１
歳
か
ら
３
歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
２
回
接
種
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
１
回
の
み
の
接

種
で
は
、
接
種
後
の
水
痘
罹
患
が

　

〜　

％
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
２

２０

３０

回
目
の
接
種
を
１
回
目
の
接
種
後
、

半
年
か
ら
１
年
の
間
に
行
う
と
、

水
痘
に
対
す
る
血
液
中
の
抗
体
が

よ
り
速
く
高
く
上
が
り
、
１
回
の

み
の
接
種
よ
り
も
さ
ら
に
水
痘
に

罹
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
一
般
的

に
予
防
接
種
で
１
つ
の
病
気
の
流

行
を
抑
え
患
者
数
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
そ
の
病
気
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
を　

％
以
上
に
上
げ
る
必
要

９０

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５１

れ
の
市
民

※
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
診
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
除
く
。

※
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

５０

５１

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
は
、
全

員
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■内
 

問
診
、
Ｈ 
Ｂ ｓ
抗
原
検
査
、
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

■費
 

再
検
査
等
の
み
実
費
（
東
京
都

補
助
制
度
有
）

■申
 

郵
送
（
は
が
き
、
封
書
）、「
東

京
共
同
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ

ス
」 　 
（
携
帯
電
話
の
場
合
は
、

HP

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
、
窓
口
で

専
用
用
紙
に
記
入

（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、

申
込
記
入
例
参
照

※
毎
月　

日
締
め
切
り
の
う
え
、

２２

翌
月
上
旬
に
受
診
券
と
受
診
案
内

を
郵
送
し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら

指
定
医
療
機
関
（
左
表
参
照
）
へ

予
約
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
最

終
申
込
期
限
は
平
成　

年
１
月　

２８

２２

日
で
、
受
診
期
限
は
３
月　

日
で

１５

す
。

※
医
療
機
関
の
一
日
の
予
約
枠
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▲申込記入例

肝炎ウイルス
検診希望

１ ．氏名
　　（フリガナ）
２ ．生年月日
　　（年齢）
３ ．住所
４ ．電話場号

平成27年度指定医療機関一覧表
電話番号地区医療機関名
377－6433

矢野口

谷平医院
379－0939矢野口クリニック
377－0035
※電話予約は
不可。来院に
て予約。

こせき内科クリ
ニック

370－8770かじわら内科泌尿
器科クリニック

377－6027

東長沼

松本医院
379－4851東長沼クリニック

379－4870あべ内科クリニ
ック

370－7611稲城腎・内科ク
リニック

313－9272菜の花クリニック

379－8880

大丸

稲城癒しの森
内科クリニック

377－6128稲城診療所
予約受付時間
【午前9時
～午後4時】
377－1421

稲城市立病院
健診センター

370－0530
百村

稲城わかばクリ
ニック

378－3333菊池医院
331－8570

平尾

簡野クリニック
331－8201高クリニック

331－8221平尾内科クリニ
ック

378－3224押立桜井医院
378－6677向陽台向陽台クリニック
350－7171長峰長峰クリニック
350－6075若葉台若葉台クリニック

【休日急病診療所・休日薬局】 診療時間＝午前9時～午後5時
地区薬局医療機関日程
矢野口オーベル薬局矢野口店　1379－0925矢野口クリニック　　　1379－093916日（日）
東長沼丘の上薬局　　　　　　1378－3388立花こどもクリニック　1378－727723日（日）
平尾ひまわり薬局　　　　　1331－3300平尾内科クリニック　　1331－822130日（日）

【各種相談】 詳しくはお問い合わせください。
予約・問い合わせ時間相談日相談の種類（予約方法）

市民協働課
予約専用電話
1378－2286
（受付時間＝午前
8時30分～正午、
午後1時～5時）

午前9時～正午
18日（火）・20日（木）
25日（火）・27日（木）
9月1日（火）

法律相談（前日予約）

午後1時30分
～4時30分

26日（水）不動産相談（前日予約）
18日（火）遺言書作成などくらしの書類作成相談（前日予約）
20日（木）税務相談（前日予約）
19日（水）・予約終了
※住宅リフォーム相談

21日（金）人権・身の上相談（前日までに予約）
午前10時～午後1時、
午後2時～4時19日（水）・22日（土）女性の悩み相談（前日までに予約）

消費者相談室
1378－3738

午前10時～正午、
午後1時～3時平日毎日消費者相談（来室のほか電話でも相談可）

保険年金課年金係午前9時～正午、
午後1時～4時

平日毎日年金相談（予約不要）
26日（水）年金相談［平尾出張所］（予約不要）

保健センター
1378－3421

午前9時30分～11時18日（火）
9月1日（火）健康相談（前日までに予約）

午前9時10分～11時18日（火）栄養相談（前日までに予約）※会場はオーエンス健康プラザ

福祉センター
1378－3366

午前10時～正午19日（水）心配ごと相談（予約不要）
午後1時30分

～4時30分19日（水）高齢者・障害者の法律相談（予約随時）

午後1時～4時22日（土）ひとり親家庭カウンセリング相談（予約随時）
※9月2日（水）のリフォーム相談は、8月25日（火）まで予約を受け付けます。


